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主催イベント業務
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【前提として】本年度業務における支援・連携の対象

a）環境省事業（ＰＦ事業）の
採択団体

①合同会社ローカルSDクリ
エーション（福井県丹南地
域）【PF丹南】採択２年目

②荒山林業（長野県大町市）
【PF大町】採択２年目

【採択団体への支援に加えて】

 11月に採択団体が集まり「中間
共有会」（取組報告会）をEPOが
開催

 過年度採択団体の取組状況の
把握（ヒアリング実施）

 事業化支援にステップアップした
「ななおSDGsスイッチ」（石川県
七尾市）の事業化支援プロセス
の把握

ｂ）協働コーディネーターと
の連携事業

⚫山室氏（長野県NPOセン
ター事務局長）と連携して
長野県長野市等でローカ
ルSDGs勉強会を２回実施

⚫寺田氏（ネクストステップ
研究会）と連携して三重県
北勢エリアで地域循環共
生圏フォーラムを開催

⚫協働コーディネーターと情
報・意見交換会の実施

ｃ）その他

⚫ 身近な自然資本の活用
に関する意見交換会の実
施（計２会合を実施）

➢ 自然資本を基盤とする地域づくり
に関するパートナーシップ促進=
地域循環共生圏づくり

OECM：民間取組等と連携した
自然環境保全

⚫ グリーン社会実現に向け
たステークホルダー連携
促進事業会合の実施（計
４会合を実施予定）

➢ ヒト・モノ・カネ・情報をつなぐ場の
開催と地域内の対話の促進によ
り、地域循環共生圏のドミノ波及
を図る

https://www.env.go.jp/press/110887.html
https://www.env.go.jp/press/110887.html


2023年度EPO中部主催イベント／会合業務
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区分 エリア 設営 時期 テーマ・内容 備考

①地域循環共
生圏フォーラム

三重県
北勢
エリア

会場：じば
さん

2月
16日

地域循環共生圏フォーラム
in HOKUSEI 「北勢エリアで
“循環”の輪を拡げよう！」

⚫ 共催：一般社団法人ネクストステップ研究会（協働コーディネー
ター・寺田氏が代表）

⚫ アミタ（株）、うつべ農園（株）、北勢公設卸売市場（株）、ネクスト
ステップ研究会が登壇予定。

②SDG/地域循
環共生圏ワー
キング

中部
会場：ウイ
ンクあいち

11月
6日

自治体のローカルSDGsの
指標、目標設定や達成度評
価

⚫ 主に自治体職員を対象にした勉強会
⚫ 講演：法政大学教授・川久保先生、国際連合地域開発セン

ター・浦上先生
⚫ EPO中部の｢SDGs指標物語｣と｢活動見える化プログラム｣紹介

③活動主体と
の情報・意見交
換会（協働コー
ディネーター会合）

中部
会場：ウイ
ンクあいち

9月
1日

協働コーディネーターとの情
報・意見交換会

⚫ 環境省施策の情報提供
⚫ 活動見える化Ｐ・SDGs指標物語の情報共有
⚫ 協働コーディネーターの近況報告
⚫ 地域活動の課題等について意見交換 など

④PF事業中間
共有会（中部ブ
ロック会合）

福井県
丹南
エリア

会場：市民
プラザた
けふ

11月
9日・
10日

PF事業活動団体の取組状
況報告会／PF丹南の活動
視察

⚫ PF丹南の活動エリア（福井県越前市等）で開催予定
⚫ エクスカでは、PF丹南関係団体によるエコツアー体験／現場巡

りを予定

⑤協働コーディ
ネーターと連携
した実践活動

長野県
長野市

会場：長野
市ふれあ
い福祉セ
ンター

1月
13日

食育と農による持続可能な
地域づくりを考えるワールド
カフェ

⚫ 市民による食と農のコミュニティ形成事例をシェア、及びネット
ワーク形成を目指す

2月
4日

地域の取組を聞きながら
「持続可能な社会・地域づく
り」を考える

⚫ いもいリビングらぼ「草刈りバスターズ養成事業」や他地区・企
業等の事例学習を予定

⑥白書を読む
会

中部

会場：東海
学園大学
＋

オンライン

7月
1日

大学の授業形式で環境白
書を概説、及び学生との意
見交換

⚫ 第１部：東海学園大学で環境省職員によるＲ６環境白書につい
て講演

⚫ 第２部：杉山範子先生、学生、中部地方環境事務所職員による
質疑応答ディスカッション



2023年度EPO中部主催･地域循環共生圏関連イベント業務
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区分 エリア 設営 時期 テーマ・内容等 登壇者等

⑦
身近な自
然資本の
活用に関
する意見
交換会
（２会合）

1長野県
会場：長野市
生涯学習Ｃ
+オンライン

12月
19日

信州の森林・里山フォーラム
「地域資源としての森林・里山の
価値向上について考える」

⚫ 取組紹介・パネリスト登壇：東急リゾーツ＆ステイ、トビ
ムシ、里山ウェルネス研究会、中部電力

⚫ 関係機関登壇：林野庁中部森林管理局、長野県

2愛知県

会場：名古屋
能楽堂

＋一部オンラ
イン配信

1月
26日

企業の生物多様性保全の取組に
ついての勉強会
【クローズド会合】

⚫ EPOC共催
⚫ 講演：自然共生サイト認定審査委員の有識者２氏
⚫ 自然共生サイト事例：サイト認定企業5社（リコー、テクノ

中部、人間環境大学、トヨタ自動車、シヤチハタ）

⑧
グリーン
社会実現
に向けた
ステーク
ホルダー
連携促進
事業
（４会合）

1
三重県
鳥羽市

会場：鳥羽商
工会議所

1月
16日

環境へのアプローチを活かした
鳥羽の観光創発ミーティング
【クローズド会合】

⚫ 協力：鳥羽市、鳥羽市温泉振興会
⚫ 講師登壇：扇芳閣、海女・フォトグラファーの大野氏
⚫ 取組発表：宿泊事業者等５社（鳥羽シーサイドホテル、鳥羽

国際ホテル、戸田家、ジ・アース、鳥羽市リサイクルパーク）

2

愛知県
知多５
市５町

会場：未定 未定

（仮）知多エリアの地域交通×脱
炭素について考える
【クローズド会合】

⚫ 半田市等関係地域と調整中。

3北陸
会場：福井銀
行本店

＋オンライン

2月
7日

地域脱炭素の実現に向けた事業者・金
融機関向けセミナーin北陸

⚫ 主催：財務省北陸財務局、経産省近畿経済産業局、中部地方環
境事務所、EPO中部／共催：福井銀行、福邦銀行

⚫ 企業・自治体の取組紹介：千葉エコ・エネルギー、井上小水力発
電、福邦銀行、敦賀市ふるさと創生課

4中部
会場：ウインク

あいち
＋オンライン

2月
28日

サーキュラーエコノミーフォーラム in中
部「中部における“循環経済”の最新情
報・動向について」

⚫ 登壇自治体（予定）：愛知県、愛知県蒲郡市、富山県高岡市
⚫ 登壇企業（予定）：日本製鉄、ハリタ金属、三重中央開発

3中部
会場：名古屋
銀行協会

+オンライン

2月
13日

地球温暖化に関する中部カン
ファレンス「水素・アンモニア実装
にむけての中長期展望」

⚫ 自治体・企業の報告：愛知県水素社会実装推進室、日
本郵船、JERA

⚫ 関係機関登壇：中部経産局、中部地整、

4
愛知県
奥三河

－
2月
14日

• 設楽町等奥三河エリアにおける地域課題解決型地域サービスの展開についての2/14会
議に参加し、次年度展開案について企画整理を行う。



①地域循環共生圏フォーラムin HOKUSEI
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⚫ 2024年２月16日に、三重県四日市市で、地
域循環共生圏フォーラムin HOKUSEI「北勢
エリアで“循環”の輪を拡げよう！」を開催。

⚫ 協働コーディネーター・寺田氏が代表をつと
める（一社）ネクストステップ研究会との共
催で実施。

⚫ ネクストステップ研究会は、次年度の地域
循環共生圏づくりの環境省事業に応募予
定である。



②ローカルSDGs/地域循環共生圏セミナー（自治体職員向け勉強会）

7

⚫ 11月6日に自治体職員向け勉強会として、「ローカル
SDGsの指標と達成度評価」をテーマにしたセミナーを
開催。

⚫ 法政大学・川久保氏、国連地域開発センター・浦上氏
による講演と共に、地域づくり事例の見える化ツール
として「SDGs指標物語」と「活動見える化プログラム」
を紹介した。

⚫ ワーキング（ディスカッション）の実施によるリアル交流
を重視し、会場開催のみとし、自治体職員19名が参加。

⚫ 基調講演講師や参加者から、地域単位のSDGs指標・
達成度に対し、プロジェクト単位の指標の捉え方の重
要性を認識することができた、ほかの見える化チャー
トも見てみたいなどの声が寄せられた。



③協働コーディネーター情報交換会
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⚫ ９月１日に、EPO中部・協働コー
ディネーター６名が出席して情報交
換会を開催。

⚫ 近況報告のほか、それぞれの地域
活動の取組状況と課題を共有した
うえで、関係省庁や自治体など行
政機関との連携・協力のあり方に
焦点をあてた意見・情報交換を行
うことができた。

⚫ 各コーディネーターの現状や今後
の意向（特に環境省事業への応募
の意向等）を把握することができた。

⚫ 特に意見交換では、中部地方環境
事務所担当官を交えて、行政機関
との付き合い方のディスカッション
／アドバイスが参考になった、刺激
になったとの感想をいただいてい
る。

堺委員が出席



④PF事業中間共有会の実施
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⚫ 2023年11月9-10日に、PF事業の中部ブロック中間共有会
を福井県越前市で開催。計24名が出席。

⚫ ２活動団体による取組報告のほか、出席者を交えた意見
交換などを実施。

⚫ ２日目にはエクスカーションとして、PF丹南の活動に関連
する施設・場所を見学する視察を実施。

加藤義人委員、
水上委員が出席

会議の休憩時間でコーヒーブレイク
を兼ねた交流タイムを設定

２日目はPF丹南の活動関係地を視
察するエクスカーションを実施



⑤協働コーディネーターと連携した実践活動
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⚫ 協働コーディネーター・山室氏の所属先である長野県NPOセンターと連携し、2024年１月13日
に食育と農をテーマにしたワールドカフェ、２月４日に「草刈バスターズ」を研究事例にした勉
強会を開催。

⚫ 地域課題解決を目
指した協働取組の
あり方を参加者と考
えるワーキングを実
施した。



⑥環境白書を読む会の開催
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⚫ ７月１日に、「環境白書を読む会」を東海学園大
学（愛知県名古屋市内）を会場に、オンライン配
信を行いながら開催。

⚫ 東海学園大学の学生による聴講と、webex参加、
YouTube視聴による聴講者が計121人・件あった。

⚫ また、第１部は通常の「環境白書を読む会」とし
て令和５年度版白書の概説を行ったが、第２部
では、会場の学生と中部地方環境事務所の職員
による意見交換・質疑応答を行った。



⑦-１ 信州の森林・里山フォーラム
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⚫ 12月９日に、長野県長野市で信州の森・里山
フォーラム「地域資源としての森林・里山の価
値向上について考える」を開催。

⚫ 林業従事者ではないが、森林の価値向上と地
域づくりに取り組む企業・活動者に登壇しても
らい、新しい森林・里山のあり方、活用方法に
ついて取組紹介いただいたほか、「森のあり方
＝地域のあり方」をテーマにしたディスカッショ
ンを実施。

⚫ 会場参加、zoom参加、YouTube視聴で合計95
人・件の聴講があった。



⑦-２ 企業の生物多様性保全の取組についての勉強会
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⚫ 1月26日に、環境パートナーシップ・CLUB
（EPOC）共催による「企業の生物多様性保全
の取組についての勉強会」を、主にEPOC会員
企業を対象に開催。

⚫ 学識者による講演や、自然共生サイト認定企
業５社のサイト事例の紹介のほか、学識者・認
定企業と参加者による３テーマ（①里地里山の
保全、②在来種の保全、③希少種の保全）別
グループディスカッションを実施した。

⚫ 会場参加、zoom参加、YouTube視聴（ライブ）
で計132人・件が参加した。



⑧-1 環境へのアプローチを活かした鳥羽の観光創発ミーティング
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⚫ 1月16日に、鳥羽市、鳥羽市温泉振興会の協
力を得て、鳥羽エリアの観光事業者による勉
強会として「環境へのアプローチを活かした鳥
羽の観光創発ミーティング」を開催。

⚫ 宿泊施設・観光関係の事業者のほか、温泉振
興会や市の職員など計33名が参加し、宿泊事
業者等が取り組んでいる環境保全活動につい
て学び、今後それらをどのように地域の中で横
展開させていくかについてディスカッションを
行った。



⑧-２ 知多エリアの地域交通×脱炭素について考える（仮）
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⚫ 知多エリア５市５町の自治体による地域交
通×脱炭素をテーマにした勉強会を３月に
開催予定。

⚫ コミュニティバスをはじめとする公共交通機
関の利用促進・向上により、知多エリアの
脱炭素促進を目指し、公共交通機関の利
便性向上のアイデアを出し合うワークショッ
プを企画。

※右資料は企画段階における地域側との打合せ資料



独自プログラムの作成・活用
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活動見える化プログラムの活用事例(相談業務:名古屋市環境企画課SDGsまちづくり)
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熱田湊の取組：230525企画段階

熱田湊の取組：240115段階

有松の取組：230525企画段階

有松の取組：240115段階



活動見える化プログラムに連接するSDGs指標物語
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⚫ 活動見える化ＰとSDGs指標物語*：活動の分析内容を考慮して指標を選定

活動 活動１ 活動２ 活動３

名称 里山の保全活動 里海の保全活動 竹漁礁効果検証
や観察会など体
験プログラム化

選定
指標

里山整備面積
（平方m）

漁礁の設置数
（箇所）

観察会等収益事
業プログラム運
用売上（円）

「活動見える化プログラム」で活動内容を可視化 活動ごとに「指標」を選定

選定した「指標」ごとにSDGsと
の関わりを示す指標物語を作成

*引用 原理史,平川翼,川村真也,杉田暁,伊藤恭彦（2023）:地域活動推進のためのSDGs指標物語, 環境共生, 39巻1号, p.66-76
（中部大学問題複合体を対象とするデジタルアース共同利用・共同研究IDEAS202014助成）

「活動見える化プログラム」、「SDGs指標
物語」を合わせ2事例での評価を検討
・里山整備副産物を利用した 海洋資源保全
に関する コンソーシアムの構築に向けて

・いもいリビングラボの活動



主催セミナーで「SDGs指標物語」等を紹介
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⚫ 2023年11月開催のSDGs
指標と達成度をテーマにし
た自治体職員向けセミ
ナーで、事例の見える化
ツールとして「SDGs指標物
語」と「活動見える化プロ
グラム」を紹介した。

⚫ 基調講演講師や参加者か
ら、地域単位のSDGs指
標・達成度に対し、プロ
ジェクト単位の指標の捉え
方の重要性を認識するこ
とができた、ほかの見える
化チャートも見てみたいな
どの声が寄せられた。



その他
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そのほか連携・協力依頼等への対応

21

⚫ 昨年度から協力している私立高校のイン
ターンシップ・プログラムで高校１年生２人
がEPO業務を体験。

⚫ 高校生インターンに「SDGs将来世代創造
フォーラム」のブース出展を手伝っていた
だき、中・高・大学生によるほかのブース
巡りをしての取材・感想記事原稿を作成し
ていただいた。

⚫ 作成原稿は、ウェブサイト等で公開中。
➢ https://www.epo-chubu.jp/epo-news/20739.html

アサヒ飲料（株）中部北陸支社主催
「SDGs将来世代創造フォーラム」に出展

▼隣のブースの高校生が
「SDGsチェックリスト」の記入体験

https://www.epo-chubu.jp/epo-news/20739.html


外部資金を活用した事業
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地球環境基金／全国ユース環境活動発表
大会の支援
※ （独）環境保全機構との連携業務 https://www.erca.go.jp/

• 次年度の地球環境基金（助成金）公募の説明会
を10月31日に開催。

• 12月10日開催・全国ユース環境活動発表大会へ
の協力。※中部からは「長野県佐久平総合技術高等学校」
「福井県立福井商業高等学校」が全国大会へ進出。

愛知県環境学習コーディネート業務
※ 愛知県からの受託業務
 https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kankyokatsudo/0000060443.html

• 環境学習に関する学校等からの相談・照会依頼
に対し、相談業務10件、コーディネート業務７件を
実施。

全国ユース環境活動発表大会の
審査委員として杉浦委員を推薦

https://www.erca.go.jp/
https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kankyokatsudo/0000060443.html

	スライド 1: 令和５（2023）年度のEPO業務 実施報告資料  2024年２月６日 第２回　ESD/EPO運営委員会
	スライド 2: 主催イベント業務
	スライド 3: 【前提として】本年度業務における支援・連携の対象
	スライド 4: 2023年度EPO中部主催イベント／会合業務
	スライド 5: 2023年度EPO中部主催･地域循環共生圏関連イベント業務
	スライド 6: ①地域循環共生圏フォーラムin HOKUSEI
	スライド 7: ②ローカルSDGs/地域循環共生圏セミナー（自治体職員向け勉強会）
	スライド 8: ③協働コーディネーター情報交換会
	スライド 9: ④PF事業中間共有会の実施
	スライド 10: ⑤協働コーディネーターと連携した実践活動
	スライド 11: ⑥環境白書を読む会の開催
	スライド 12: ⑦-１ 信州の森林・里山フォーラム
	スライド 13: ⑦-２ 企業の生物多様性保全の取組についての勉強会
	スライド 14: ⑧-1 環境へのアプローチを活かした鳥羽の観光創発ミーティング
	スライド 15: ⑧-２ 知多エリアの地域交通×脱炭素について考える（仮）
	スライド 16: 独自プログラムの作成・活用
	スライド 17: 活動見える化プログラムの活用事例(相談業務:名古屋市環境企画課SDGsまちづくり)
	スライド 18: 活動見える化プログラムに連接するSDGs指標物語
	スライド 19: 主催セミナーで「SDGs指標物語」等を紹介
	スライド 20: その他
	スライド 21: そのほか連携・協力依頼等への対応
	スライド 22: 外部資金を活用した事業

